
第4回 体育・保健体育、健康、安全ワーキンググループ

“体育（運動領域等）における系統性”

-幼児期からの発達の段階等を踏まえた
指導内容のあり方ｰ

【中央教育審議会 諮問】
＜顕在化している課題＞
① 主体的に学びに向かうことができていない子供の存在
② 学習指導要領の理念や趣旨の浸透は道半ば
③ デジタル学習基盤の効果的な活用
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・中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会

体育・保健体育、健康、安全ワーキンググループ

・2025年12月5日（金）

・日野克博（愛媛大学）

令 和 7 年 １ ２ 月 ５ 日
体育・保健体育、健康、安全WG（第４回）
資 料 １ － ２



運動に関する課題

体育・保健体育、健康、安全WG（第1回）参考資料 P2

幼児期からの発達段階を踏まえた系統的な指導と評価
・指導内容が過度に高度なものになっていないか
・評価は適切なものとなっているか



運動に関する課題

体育・保健体育、健康、安全WG（第1回）参考資料 P2

幼児期からの発達の段階等を踏まえた
系統的な指導内容のあり方



運動領域等における系統性

体育・保健体育、健康、安全WG（第1回）参考資料 P7

小学校から高等学校までの12年間の系統性
発達の段階を踏まえて4年ごとのまとまりで指導内容を体系化



運動領域等における系統性
※「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 保健体育編 体育編」には、

運動領域ごとに、「知識及び技能」 「思考力、判断力、表現力等」 「学びに
向かう力、人間性等」の系統表が示されている。

運動領域、体育分野、科目体育の「知識及び技能」系統表（一部）



運動領域等における系統性

運動領域、体育分野、科目体育の「思考力、判断力、表現力等」系統表（一部）

運動領域、体育分野、科目体育の「学びに向かう力、人間性等」系統表（一部）



体育（運動領域等）における系統性

＜検討課題＞
学校段階をまたぐ際の指導の系統性（つながり）

1）幼児教育と小学校教育の接続
→ 「遊びを通した学び」のまとまり
→ 発達特性を踏まえた指導（経験）

2）4・4・4のまとまりと学校段階の接続
→ 小学校と中学校
→ 中学校と高等学校

3）その他：運動領域等を柱にした内容構成
→ 子どもの実態に対する指導内容の高度化
→ 多様な楽しみ方や関わり方を学ぶ機会



1）幼児教育と小学校教育の接続

論点整理：幼児教育

2.幼児教育と小学校教育
との円滑な接続の推進

幼児教育における遊びの中で
の直接的・具体的な体験を通
した学び

小学校以降の生活や学習の
基盤となる



1）幼児教育と小学校教育の接続



1）幼児教育と小学校教育の接続

遊びを通して学ぶまとまり



1）幼児教育と小学校教育の接続

幼児教育 小学校教育

幼児期の運動遊び 低学年の運動遊び

幼児期の発達特性
を踏まえ、環境を
通して行うもので
あることを基本

運動遊びの楽しさに
触れる
遊び方を工夫する



1）幼児教育と小学校教育の接続

幼児教育 小学校教育

幼児期の運動遊び 低学年の運動遊び

幼児期の発達特性
を踏まえ、環境を
通して行うもので
あることを基本

運動遊びの楽しさに
触れる
遊び方を工夫する



1）幼児教育と小学校教育の接続

＊幼児期及び小学校低学年期は、運動遊びの多様な経験を
通して、その後の運動を支える土台（根）を育む時期



体育（運動領域等）における系統性

＜検討課題＞
学校段階をまたぐ際の指導の系統性（つながり）

1）幼児教育と小学校教育の接続
→ 「遊びを通した学び」のまとまり
→ 発達特性を踏まえた指導（経験）

2）4・4・4のまとまりと学校段階の接続
→ 小学校と中学校
→ 中学校と高等学校

3）その他：運動領域等を柱にした内容構成
→ 子どもの実態に対する指導内容の高度化
→ 多様な楽しみ方や関わり方を学ぶ機会



2）学校段階の接続



2）学校段階の接続：小学校から中学校へ

運動遊び ・ 運動 スポーツ



2）学校段階の接続：小学校から中学校へ



2）学校段階の接続：小学校から中学校へ



2）学校段階の接続：小学校から中学校へ

運動遊び ・ 運動 スポーツ



2）学校段階の接続：小学校から中学校へ



2）学校段階の接続：中学校から高等学校へ



2）学校段階の接続：中学校から高等学校へ

中学校 第３学年 高等学校 入学年次

器械運動：マット運動（技能）
器械運動：マット運動（技能）



2）学校段階の接続：中学校から高等学校へ

中学校第３学年から
選択制

卒業後も運動やスポーツに多様な形で
関わることができるようにする時期



体育（運動領域等）における系統性

＜検討課題＞
学校段階をまたぐ際の指導の系統性（つながり）

1）幼児教育と小学校教育の接続
→ 「遊びを通した学び」のまとまり
→ 発達特性を踏まえた指導（経験）

2）4・4・4のまとまりと学校段階の接続
→ 小学校と中学校
→ 中学校と高等学校

3）その他：運動領域等を柱にした内容構成
→ 子どもの実態に対する指導内容の高度化
→ 多様な楽しみ方や関わり方を学ぶ機会



3）運動領域を柱にした内容構成



3）運動領域を柱にした内容構成

共通の学習内容（技能）

助走の勢いを生かして，
踏み切って 遠く/高く 跳ぶ

→「走る＋跳ぶ」（踏み切りからの跳躍）

走

跳

走

跳

走り幅跳び 走り高跳び

＜陸上運動・陸上競技 跳躍系＞



3）運動領域を柱にした内容構成

小学校
５・６年

リズミカルな助走から
踏み切って 跳ぶ

中学校
１・２年

リズミカルな助走から
力強く踏み切って 大きな動作で跳ぶ

中学３年
高校入学

リズミカルな助走から
力強く踏み切り 滑らかな空間動作で跳ぶ

高校その
次の年次

スピードのあるリズミカルな助走から
力強く踏み切り 滑らかな空間動作で跳ぶ

走り高跳び（技能）



3）運動領域を柱にした内容構成

小学校
５・６年

リズミカルな助走から
踏み切って 跳ぶ

中学校
１・２年

リズミカルな助走から
力強く踏み切って 大きな動作で跳ぶ

中学３年
高校入学

リズミカルな助走から
力強く踏み切り 滑らかな空間動作で跳ぶ

高校その
次の年次

スピードのあるリズミカルな助走から
力強く踏み切り 滑らかな空間動作で跳ぶ

＊動きの質を高める
（リズム → アクセント → スピード）

拍子 強弱 速さ

走り高跳び（技能）



3）運動領域を柱にした内容構成

＊同じ領域を繰り返して学習している
（指導内容・学習内容の重なり）

＊学校段階や学年段階があがるごとに
指導内容が高度化している
（子どもの実態に合っていない場合も）

＊新しいスポーツとの出会い
（スポーツの多様な楽しみ方・関わり方）

【実践課題】



3）運動領域を柱にした内容構成

高等学校学習指導要領 体育編



3）運動領域を柱にした内容構成

高等学校学習指導要領 体育編



さいごに

＊学習指導要領の構造化・表形式化への対応
（学校段階 or 学校段階を越えたつながり）
（「知識・技能」 「思考力、判断力、表現力等」）

＊高次の資質・能力 の具体的検討
（どのレベルで示すのか … 運動領域、型・種目）

＊実現可能性の確保
（理念や趣旨をどうわかりやすく伝えるか）
（多様性を踏まえた目標、内容の検討）

【今後の検討課題】
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